共通論題報告予定者の皆様へ
ロシア・東欧学会
　この度は、共通論題報告をお引き受けいただきましてありがとうございます。以下の通り、今後の予定等につきまして、ご案内申し上げます。なお、共通論題報告は、大会１日目（10月4日）午後に予定されております。
1． 報告タイトルの提示
　プログラムを確定するため、ご報告のタイトルに変更がある場合は、8月5日までに事務局へご一報ください。プログラムの詳細につきましては、9月上旬頃に発送予定の大会案内をご確認ください。なお、プログラムが確定次第、学会HPにも事前に掲示させていただきます。
2． 報告要旨の作成

　予稿集に掲載する報告要旨を、8月末(厳守)までに事務局宛にメールにて送付してください。分量はＡ4サイズ1枚（1､000字以内）とします。昨年度の予稿集が学会HPに掲載されておりますので、ご参照ください。レイアウト等は、事務局にて統一させていただきます。予稿集は、大会2週間前を目途に学会HPに掲示するほか、大会当日に冊子を配布します。
3． 報告ペーパーの作成（第1セッションのみ）
　共通論題第1セッションの研究報告は、学会誌への論文掲載が義務付けられております。その予稿となります報告ペーパーを、事務局宛に9月25日までにメールにて送付してください。また、報告要旨とともに、司会者および討論者に対して事前に送付してください。
4． 当日の配布資料

　報告ペーパーに関しては、学会員に対して、事前に学会HPからダウンロードして持参するよう呼びかけます。報告ペーパー以外の当日の配布資料は、9月28日までに事務局宛にメールにてご送付いただきましたら、こちらにてコピーをご用意いたします。これ以外の場合は、報告者自身で必要部数をご用意ください。共通論題の参加予定人数は、大会直前に事務局にお問い合わせください。
5． 機材の使用

　パワーポイントは使用可能ですが、その他の機材を希望する場合は大会開催校にご相談ください。

6． 学会誌への論文掲載
　共通論題の研究報告は報告ペーパーが、パネルディスカッションは記録が、それぞれ学会誌に掲載されることとなっております。詳しくは、大会終了後、会誌編集委員会からご案内いたします。
７．院生会員および専任職をもたない一般会員（シニア会員を除く）に対する旅費等の補助

　5万円を上限として、旅費・宿泊費および懇親会費を補助します。条件等の詳細は、申請書をご覧ください。遠距離の場合には、パック旅行の使用を推奨しております。
問い合わせ先：全般的事項　学会事務局　兵頭慎治（防衛研究所）　 jarees_office@yahoo.co.jp

              機材の使用　大会開催校　田口雅弘（岡山大学）　 　mstaguchi@gmail.com
　　　　　　　学会誌掲載　編集委員会　角田安正（防衛大学校）　 tunoda@nda.ac.jp
